
 平成24年度当初予算　予算要求シート
-
-
-
-

今年度要求のポイント 12月22日追加

(単位　千円)

3 1 局・課名 子ども青少年局保育課1 7

　災害に際し、全ての児童を迅速かつ万全に避難させるためには、自
力で歩いて避難することができない、０、１歳児の全児童及び２歳児
の一部が、安全かつ確実に避難できる体制を確立する必要がある。
　そのためには、在籍する０、１歳児及び２歳児の一部を同時に輸送
することができるよう、避難車を配備しなければならない。
　とりわけ、標高６．８M以下の保育所においては、津波の被害から免
れるため全ての児童及び職員が迅速に標高６．８Ｍ以上の避難地へ避
難する必要がある。また、その他の保育所においても、避難場所が遠
方である、あるいは災害によっては早急な避難が必要となることか
ら、徒歩による避難、及び避難車を往復させることによる避難では間
に合わない場合がある。
　以上のことから、各保育所の避難計画及び現在の配置状況を鑑みた
うえで、不足する避難車（６人乗）を追加で配備する。

事業内容

災害時における児童の安全かつ確実な避難方法の確立を目的とする。

関連事業

事業目的

事業期間 　H　～　H　　

整理番号 14 -

事 業 名
公立保育所運営事業

(災害時における避難車の整備）

マスタープラン
３つの挑戦

子育て
マスタープラン

施策番号049

区分
その他一般施策

その他

0

平成22年度決算額

0合計

項目

 東日本大震災及び台風１２号等の大災害を教訓とし、児童の命を守る万全な防
災対策の推進を図るものである。

23年度予算 24年度要求額

主な要求内容 （単位：千円）

備品購入費

平成23年度予算額 平成24年度要求額

事 業 費

内容・積算等

4,0600

全体事業費 4,060

4,060 140,000円×29台

4,060

【今後（25年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

乳児の散歩用等のためにお散歩車（兼避
難車）を複数台配備している。

避難時における不足分を充足配備

【経過（～23年度）】 【24年度】


